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特定健診を受けましょう特定健診を受けましょう

☎995-6215八幡

☎994-5500八條

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
財
産
や
権
利
を
守
る
た
め
、
家
庭
裁
判

所
が
支
援
者
を
選
び
、
こ
の
支
援
者
が
法

的
に
支
援
す
る
制
度
が
成
年
後
見
制
度
で

す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
大
き
く
分
け
て
、

法
定
後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　

法
定
後
見
制
度
は
本
人
の
判
断
能
力
の

程
度
に
よ
っ
て
、
次
の
３
つ
に
区
分
さ
れ

ま
す
。

補
助
…
判
断
能
力
が
不
十
分
な
場
合
（
重

要
な
財
産
管
理
な
ど
を
ひ
と
り
で
す
る
こ

と
が
不
安
な
方
）

保
佐
…
判
断
能
力
が
著
し
く
不
十
分
な
場

合
（
日
常
の
買
い
物
な
ど
は
ひ
と
り
で
で

き
る
が
、
重
要
な
財
産
管
理
な
ど
は
で
き

な
い
方
）

後
見
…
判
断
能
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合

（
日
常
の
買
い
物
な
ど
も
ひ
と
り
で
は
で

き
な
い
方
）

【
申
立
人
】

　

補
助
、
保
佐
、
後
見
の
開
始
の
手
続
き

を
申
し
立
て
ら
れ
る
方
は
、
利
用
者
本
人
、

配
偶
者
、
４
親
等
内
の
親
族
な
ど
で
す
。

【
手
続
き
】

　

利
用
者
本
人
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る

場
合
は
、
さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
越
谷
支

部
（
☎
910
・
０
１
２
３
）
に
申
立
書
を
提

出
し
ま
す
。任

意
後
見
制
度

　

現
在
は
判
断
能
力
が
十
分
あ
る
方
が
、

将
来
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
低
下

し
た
場
合
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
本
人

が
選
ん
だ
任
意
後
見
人
と
任
意
後
見
契
約

を
結
ぶ
も
の
で
す
。

　

こ
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
本
人

の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
と
き
に
任
意
後

見
人
が
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

市
民
後
見
人
に
つ
い
て

　

今
ま
で
の
成
年
後
見
制
度
に
お
い
て
、

支
援
者
と
な
る
成
年
後
見
人
は
弁
護
士
や

司
法
書
士
な
ど
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
法
律

の
専
門
家
だ
け
で
な
く
地
域
で
身
近
に
暮

ら
し
て
い
る
市
民
の
方
が
市
民
後
見
人
と

し
て
成
年
後
見
人
の
役
割
を
担
お
う
と
い

う
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市
で
は

市
民
後
見
人
を
育
成
す
る
体
制
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７
、
障
が
い
福

祉
課
☎
焚
４
５
３
、
社
会
福
祉
課
☎
焚
３

１
６
、
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

し
お
苑
☎
998
・
８
８
９
５
、
西
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
八
潮
☎

994
・
５
５
６
２
、
南
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
埼
玉
回
生
病
院
☎
999
・
７
７
１
７
、

北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
し
お
寿

苑
☎
930
・
５
１
２
３

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

越
谷
市

第
31
回
南
越
谷
阿
波
踊
り

　

地
元
の
連
を
中
心
に
、
本
場
徳
島
か
ら

も
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
も

実
施
し
ま
す
。

腹
前
夜
祭
＝
８
月
21
日
㈮

午
後
７
時
〜

９
時
、
本
祭
＝
８
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

午
後
２
時
〜
９
時
（
流
し
踊
り
、
舞
台
踊

り
、
組
踊
り
）

複
新
越
谷
駅
・
南
越
谷
駅
周
辺
（
交
通
規

制
あ
り
）

物
南
越
谷
阿
波
踊
り
振
興
会
事
務
局
☎
986

・
２
２
６
６吉

川
市

夏
休
み
映
画
会

腹
８
月
22
日
㈯

①
午
前
10
時
〜
②
午
後

１
時
30
分
〜

複
吉
川
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

覆
幼
児
以
上

淵
ベ
イ
マ
ッ
ク
ス

払
各
回
400
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
中
央
公
民
館
☎
981
・
１
２
３
１

三
郷
市

２
０
１
５
み
さ
と
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
花
火
大
会

腹
８
月
22
日
㈯

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
雨
天
の
場
合
は
８
月
28
日
㈮
に
順
延
）

複
江
戸
川
運
動
公
園
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
三

郷
駅
北
口
徒
歩
10
分
）

※
周
辺
道
路
は
通
行
止
め
、
駐
車
場
は
あ

り
ま
せ
ん
。

物
三
郷
市
商
工
会
青
年
部
☎
952
・
１
２
３

１

草
加
市

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
in
草
加

腹
９
月
５
日
㈯

プ
レ
ト
ー
ク
＝
午
後
３

時
30
分
〜
、
開
演
＝
午
後
４
時

複
草
加
市
文
化
会
館

出
演　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
、尾お

高た
か

忠た
だ

明あ
き（
指

揮
）、
伊い

藤と
う

亮り
ょ
う

太た

郎ろ
う

（
バ
イ
オ
リ
ン
）、

吉よ
し

野の

直な
お

子こ

（
ハ
ー
プ
）

沸
一
般
３
０
０
０
円
〜
６
０
０
０
円
、
学

生
１
５
０
０
円
（
全
席
指
定
、
未
就
学
児

入
場
不
可
）

仏
草
加
市
文
化
会
館
（
☎
941
・
９
３
２
５
）

へ

松
伏
町

千せ
ん

住じ
ゅ

真ま

理り

子こ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ

ル腹
10
月
４
日
㈰

午
後
２
時
〜
（
午
後
１

時
30
分
開
場
）

複
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ

出
演　

千
住
真
理
子
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、

山さ
ん

洞ど
う

智さ
と
し（
ピ
ア
ノ
）

沸
大
人
３
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０

０
０
円
（
全
席
指
定
、
未
就
学
児
入
場
不

可
）

仏
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
☎
992
・
１

０
０
１
）
へ

　

新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
図
書
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
一
般
書

「
そ
の
愛あ

い

の
程て

い

度ど

」
小お

野の

寺で
ら　

史ふ
み

宜の
り

著

「
風か

ぜ

の
如ご

と

く

久く

坂さ
か

玄げ
ん

瑞ず
い

篇へ
ん

」

富と

樫が
し　

倫り
ん

太た

郎ろ
う　

著

「
世せ

界か
い

の
果は

て
の
こ
ど
も
た
ち
」

中な
か

脇わ
き

初は
つ

枝え

著

「
春は

る

の
嵐あ

ら
し

」

畑は
た

野の

智と
も

美み

著

「
衣こ

ろ
も

に
ち
に
ち
」

群む
れ

よ
う
こ

著

■
児
童
書

「
だ
い
す
き
ス
イ
ー
ツ
で
自じ

由ゆ
う

研け
ん

究き
ゅ
う」

盛も
り

口ぐ
ち　

満み
つ
る　

監
修

「
あ
り
が
と
う
実じ

っ

験け
ん

動ど
う

物ぶ
つ

た
ち
」

太お
お

田た

京き
ょ
う

子こ

著

「
幽ゆ

う

霊れ
い

魚ぎ
ょ

」

福ふ
く

田だ　

隆た
か

浩ひ
ろ　

著

「
ち
い
さ
な
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」

マ
ー
シ
ャ
・
ブ
ラ
ウ
ン

作

「
そ
ら
と
ぶ
て
っ
ぱ
ん
」

岡お
か

田だ　

よ
し
た
か

作
・
絵

■
９
月
の
上
映
会
の
日

○
八
條
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・
27
日

㈰　

午
前
11
時
〜

▼
一
般
向
け
＝
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・
27
日

㈰　

午
後
２
時
〜

○
八
幡
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
13
日
㈰
・
27
日
㈰

午
後

２
時
〜

※
上
映
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
９
月
の
休
館
日

八
幡
・
八
條
図
書
館

７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
24
日
㈭
・
28
日
㈪

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口

毎
週
土
・
日
曜
日
、
21
日
㈷
〜
23
日
㈷

腹囲は、メタボリックシンドロームの診断基準のひとつです。
腹囲の基準値は、内臓脂肪面積が100平方センチメートルに相

当するものとして、男性の場合85センチメートル、女性の場合は
90センチメートルと定められています。
内臓脂肪が過剰になると、脂肪細胞から悪玉物質が多く分泌さ
れることなどにより、高血圧・高血糖・高脂血症を引き起こす原
因になるといわれています。
特定健診では、腹囲をはじめ、さまざまな健康チェックができ
ますので、ぜひ受診しましょう。

っ
て
み
た
い
な

と
な
り
ま
ち
ま
ち

行行

ご自身の腹囲、意識してますか？

物国保年金課☎焚８２５

下大瀬町会は、市の南東に位置し、大場川や八潮南公園を挟んで葛
飾水元と隣接しています。4月現在336世帯の会員で構成しています。
町会では地区を19組に分けて、各組から選出された役員を中心に町会
行事方針活動を行っています。
主な事業は、ゴミゼロ運動、敬老祝賀会、防災訓練の実施、いこい

体操、ふれあいサロンなどで、誰もが参加しやすい開かれた活動の実
施と参加を呼びかけています。そし
て、昨年から取り入れた日帰り親睦
旅行では、「住民同士の親睦と絆づく
り」をモットーに今後も実施する予
定です。
町会では、ともに支え合い、助け

合いながら、より住みやすい町会を
目指し、更なる会員相互の連帯感の
向上に努めています。

町会・自治会へ加入しましょう
町会・自治会の活動を紹介します。 物市民協働推進課☎焚４６５

下大瀬町会

菖
しょう

蒲
ぶ

が満開の八潮南公園（6月上旬）

ふ
れ
あ
い
福
祉
コ
ー
ナ
ー

財
産
や
権
利
を
守
る
〜
成
年
後
見
制
度
〜

　若柳町会は、市のほぼ中央部に位置し、会員数は650世帯です。若
柳の地名には、次のような由来があります。徳川家康は、関ヶ原合戦
出陣の前に新田で食事をとり、その時に使用した柳箸を「天下を取れ
ば芽を出せ」といって刺したそうです。村人たちは、柳の箸から芽を
吹いたのを見て、家康が天下を取ったことを知り、権現（家康）様の
手植えの柳があることから、新田のことを「若柳」と呼ぶようになっ
たそうです。
役員一同は、このような由緒ある地名や歴史、伝統文化を守り、会

員との一層の親睦を深めるために、さまざまな活動をしています。主
な事業は、町会祭礼、子ども祭り、
防災勉強会、防災訓練、親睦バス旅行、
敬老会、ボウリング大会、新年会、
初午祭、毎月第一日曜日 ｢町会環境
の日｣ 自宅周辺ゴミ拾い、防犯灯点
検・夜間パトロールです。明るく住
み良い、安全、安心な町会にするた
めに日々努力しています。

若柳町会

自主防災訓練

腹囲の基準値を超える人の割合
区分 平成24年度 平成25年度

順位 割合 順位 割合
八潮市 1位 35.7パーセント 1位 34.6パーセント
県平均 － 30.3パーセント － 29.8パーセント


